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(Separate Form 2) 
論文の要旨  


















































































(Separate Form 2) 
れ、遺跡一乗谷の中に表象化されていることを示した。 
(別紙様式 3) 
(Separate Form 3) 
博士論文審査結果の要旨  
Summary of the results of the doctoral thesis screening 
 
申請者宮永一美氏は、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館に長年にわたり勤務する傍ら、





































(Separate Form 3) 
総じて、本論文は宮永氏が長く携わってきた一乗谷を中心とする実地調査の成果を十分
に活かしたものであり、文献資料とフィールドワークで得られた資料とを合わせて考察を
行い、朝倉氏時代の具体的な文化状況を捉えたところに特徴が現れている。米原氏とは異
なった方法で構築された、地域に根ざした文化史研究であると言えよう。宮永氏の視点は
あくまでも朝倉氏（地方）の側に寄り添って、越前という風土の中で朝倉氏が行った文化
施策のあり方やその後の展開の種々相を、ダイナミックに捕捉しようと試みているところ
に大きな特色が認められる。 
ただし、本論文に全く問題がないわけではない。細かい点では、例えば第一章で引用さ
れている田中郷惣社天王社の嘉慶元年（1387）の年紀を持つ「天王社御幸供奉日記写」は、
宮永氏も書写年代に疑念を示しているが、内容的にも嘉慶年間のものとしては問題があり、
引用には非常な慎重さが求められる。また第三章で、幸若舞の祖と伝える桃井直詮（ある
いは安直）を描いたとされる像（伝土佐光信筆、東京国立博物館蔵）について、宮永氏は
画像と越前幸若家の由緒書との符合から信憑する方向で考えているようであるが、その位
置付けについて従来から諸説があるもので、さらに踏み込んだ検討を望みたいところであ
る。また大きな観点でも、テーマを朝倉氏の文化に絞っているため、戦国期の大名文化全
体の中での朝倉文化の位置付けが不十分という問題は残る。 
しかし、それらの問題点は今後の宮永氏の研究の中で解決されることが期待され、論文
全体としては、先行研究の欠を補いつつ朝倉文化の新たな研究水準を示した点で、博士の
学位にふさわしい成果と評価できる。 
以上により、審査委員会は、宮永氏に博士（文学）の学位を授与することについて、全
員の意見の一致をみた。 
